
 







 





































































































チ ャーチ ・ニ ュース
末 日 聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス ト 教 会 ・ ２０ ０ ３ 年 １月 号

ヒンクレー大管長，ヨーロッパへの歴史的な訪問を行う
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猶１
トイツ フライヘル ク神 殿の再奉献 を終 えた後 人々 にほほえみかける コー トン Ｂ ヒンクレー大管長。

預言者は近 ころ ５か国の会員たちを訪れ るヨーロ ッパの歴史 的な旅か ら帰国 した。

写真／シャーン Ｄ スタール ０畑ｒｏわ／Ｖθｗ５の厚音によＤ掲載

，

ゴ
ードン・Ｂ・ヒンクレー大管長 は９月にヨーロッパへの歴史

的な訪問を実施 して，ヨーロッパ全域の聖徒 たちに大 き

な感動 を与えた。大管長 は滞在中，新 しく完成 した神殿の奉

献 と改修 された神殿 の再奉献を行い，さらにウクライナ，ロシア，

アイスランドの会員 たちと集会 を開 き，各国政府 高官 と会見 を

行った。末日の預言者がこれ らの国を訪れるのは初めてのこと

である。

ドイツ ・フライベルク神殿

最終的に東 ヨーロノパ の扉を教会に開け放つきっかけとなっ

た事柄について地元の聖徒 に尋ねるならば，聖徒たちは迷わ

ず１９８５年の小 さくて上 品な神殿 の奉献について答えるであろ

う。それは１９６０年代 に始 まった一連 の出来事の最終段 階であ

った。現在 ，大管長会の一員であるトーマス ・Ｓ・モンソン副管

長 は，当時の ドイツ民 主共和 国の会員た ちに対 して，ほかの

国々の会員たちと同様の祝福にあずかるだろうと約束した。

わずか１２年前 までは教会指導者 との接触を制限 されていた

会員たちが 目に涙 を浮かべ て見守 る中，ゴードン・Ｂ・ヒンクレ

ー大管長は２００２年９月７日
，全面的に改修 されたドイツ・フライベ

ルク神殿を再奉献するセノションに臨んだ。
みちから

「この神殿が最初 に建 てられたときに，御力 を現 してくださっ

たことを感謝いたします。現在に至 るまでこの神殿 に参入して

きた多 くの聖徒たちの祝福 のために，奇跡的な方法で人々の

心を動か し，神殿 の建設 と奉献 を可能にしてくださったことを

感謝いたします。」神殿の再奉献の祈 りの中でヒンクレー大管長

はこのように述べた。

「この地 とここに住む人々を祝福 してください。国が平和 を

維持 し，国民が繁栄 しますように。 ・・〔そして〕御父のぶどう
み わ さ

園のこの恵 まれた地 において，御業が善の偉大な力 となります

ように。」

フライベルク神殿 の改装には１年以上を要 した。構造上の改

善に加えて，新 しいバ プテスマ室 と事務室，さらに天使モロナ

イ像が設置 された。

「とても同じ神殿には見 えません」とフライベルク神殿のロバ

ート・Ｔ ・デューリー第一副神殿長 は語る。「かつての神殿 は当

時ではすば らしいものでした。しか し新 しい神殿は非常 に立派

です。」

奉献式には，神殿地区に住 む６，０００人以上の会員が参加 した。

会員たちは，チェコ共和 国，ハ ンガリー，ポーランド，ウクライナ

からバスを連ねて訪問 した。近 くのフライベルクワードの集会

所 では特別な通訳設備が用意 され，聖徒たちは自国語で奉献

式の模様 を聞 くことが できた。また，ドイツのドレスデン，ベル

リンお よび ライプチ ヒのステーク集会所 にも放 送が中継 され

た。
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再奉献を終えたドイツ ・フライベルク神殿の周囲で

ヒンク レー大管長夫妻 を一 目見 よ うと集ま っている人々。

写真／ヨーロッパ中央地域広報部の厚意により掲載

ドイツ・ノイブランデ ンブルク地方部

のプレンツラウ支 部に所属するエディ

ス・クラウゼ姉妹 は，再奉献に出席した

一人だ った
。クラウゼ姉妹が教会に入

ったの は第二次世界大戦の前 のことで

ある。教会指導者 との接触 を厳 しく制

限されていた長 い期 間，クラウゼ姉妹

は夫のウォルターとともに教 会を守 り抜

いてきた。

「はるばる遠い所 か らこの奉献式 に

や って来たのは，教会がわたしたちの

喜 びだからです」と彼女は言 った。「主

が何かを望 まれるとき，どのような力 を

もってしてもそれを止めることはできま
ま

せ ん。わたしたちはそれ を目の当た り

にしてきました。」

８月に行 われたオープンハウスはもう

一つの例である
。激 しい雨 と強風 がヨ

ーロッパ 中部 を襲い
，一帯が大洪水に

見舞われた とき，神殿 の一般公開 は中
ひん

止の危機 に瀕 していた。近 くの ドレス

デ ンは洪水 によって最 も大 きな被害を

受けた都市の一つだった。

「日がさせば，人々はやって来 ます。」

フライベルク神殿のゲルハルド・グリュ

ーネワル ト神殿長 はこう語 った
。神殿

あらし

長は正 しかった。嵐 は去 り，再奉 献ま

でに約３万人の人々が神殿 を訪れたの

である。

オランダ ・ハーグ神殿

９月８日の早朝，忠実 な聖徒 たちはオ

ランダ・ハ ーグ神殿 入 り口前 の道 に列

を成 した。ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管

長 を乗せ た車が到着 して，大管長が降
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り立つと，聖徒 たちは「感謝 を神 に捧 げ

ん」を歌った。愛す る指導者 を迎 える

この歌は，朝の空気 に響 き渡った。大

管長 はこの日，教会の！１４番 目の神殿 と

なるオランダ ・ハーグ神殿 を奉献 した

のである。

「この地に住む忠実な人々は，御父の
あかし

聖 なる御 業に対する証のゆえに多 くの

ものをささげてきました。」大管長 は奉

献 の祈 りの中でこう述べ た。「わたした

ちが先人たちの働 きを忘れないように
み まえ

祝福 してください。また現在，御前 に信

仰 をもって歩 んでいる人 々を豊か に祝

福 してください。

愛するお父様，わた したちはこの大

いなる国において，この奉献式か ら新

しい時代が始 まることを願っています」

と大管長は続 けた。「この地の人々の心

と思いが御父 に触れ ますように。この

世の物を追求する手を休めて，御父の

知識と神聖で永続する ものを追い求め

るよう人々を導いてください。……

人々の 問に平和が満 ちるよう願 って

います。この地 にいつまでも自由があり，

国民が 自分たちの祖国に対 して常に感

謝の念 を抱 けるようにお祈 りいたしま

す。」

４回にわたって行われた奉献のセッシ

オ ランダ ・ノト グ神殿 の奉献式 に

出席するため列 を作 って待つ

ベル ギー ，フラ ンス，オランダの会員た ち。

リアホナ／２００３年 １月号

２

ヨンにはヨーロッパ中央地域会 長会 会

長で七十 人のＤ ・リー ・トブラー長老，

ヨーロッパ西地域会長会会長で七十人

のハ ロルド・Ｇ・ヒラム長老が出席 した。

この神殿地 区にはオランダ，ベルギー，

そ してフランスの一部が含 まれ る。聖

徒 たちは神殿のほか，ロッテルダムとハ

ーグの集会所 に詰めかけて
，奉献式 に

参加 した。

「１９９９年 に，教 会が この地 に神殿 を

建設すると聞いたとき，わたしたちはと

ても興奮 しました。」オランダ・ハーグス

テークのハールレムワードに所属 し，長

年の教会員であるロバ ート・キルシバ ウ

ム兄弟はこう語 る。「建設の発表 と同時

に様 々な問題が起 きました。しか しす

べ て克服 してきました。こうしてオラン

ダに神殿 を与 えられ，わたしたちが ど

れほど幸せか とても想像がで きないこ

とで しょう。」

８月１７日か ら３１日まで開かれたオープ

ンハ ウスには地元政府 ならびに市の指

導者 を含 む３万２，０００人以上 の人々が訪
も

れた。神殿建設 に携わった人々とその

家族のためにも特別 なツアーが計画 さ

れ，完成 した建物の中を回った。

「建築現場 には神 を汚す言葉やたば

こ，アルコールのたぐいが一切 ありませ

んでした。建設に携わった者たちは皆，

このことを尊重し，理解 していました。」

神殿 を建 設 した会社 のプロジェクトマ

ネージャーであるアド・バッケンズは語

った。「建設 に携われば携わ るほど，こ

の建 物が特別 なものであり，あなたが

たの教会の会員が心の平安 を見 いだす

場所 となる神殿 を建 ててい るというこ

とが分かってきました。これはわたしが

これ までに建 ててきた中で最も偉大 な

建造物 です。」

ウクライナ，キエフ

９月９日，ヒンクレー大管長の話 を聞 く

ためにウクライナ，キエフの公会堂に集

まった聖徒 たちの数は記録的な数字 に

達 した。東 ヨーロッパの この国 に教会

の大管長が訪問するのは初めてのこと

であ り，３，２００人を超 える聖徒 ，政府関

係者，一般市民が集 まった。

ヒンクレー大管 長は集 まった人 々に
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９月にヒンクレー大管長を迎えて開かれた集会で

歌を披露するウクライナの合喝団。預言者の声を聞くために

３２００人を超える聖徒たちが集まった。

霧轡

麟

鵜

２，０００人以上の人 々が集ま ったモス クワの集会を終えて ，会衆 に手を振る ヒンクレー大管長。
’教会の大管長 が日シアを訪問するの は今回が初めての ことであ

った。
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次のように語 った。「『あなたがたは，選

ばれた……国民です。』（１ペ テロ２：９）

皆 さん もわたしも世界の歴 史上最 も大

いなる時期 に地上へ来ています。わた

したちのために用意 されたあらゆる祝

福 を手 にすることがで き，特 別な方法

でイエス・キリストの福音の祝福 にあず

かることのできる時代です。」

大管長 は聴衆 に対 して，知恵の言葉

に従 い，神 権の祝福 にしっか りとつか
じゅうぶん

まり，什分 の一の律法 を守るよう勧告 し

た。「兄弟姉妹，什分の一 を納めるため

に，豊かになるまで待つことはできませ

ん。皆 さんは主 と聖約 を交わしていま

す。そして主 は御 自分 の約束を果たす

ことがおできになります。」

最後に，大管長は愛を込めて このよ

うに語 った。「できれ ば皆 さんの ところ

へ 降 りて行 って，一人一人 を抱 き締 め

て 『ありがとう』と申 し上げたい気持 ち

です。」

集会に先立って開かれ たレセ プショ．

ンでヒンクレー大管長 は，国家宗教実

務委員会のビクトル ・ボンダレンコ委員

長をはじめとするウクライナ政府 の要人

と会談した。ヒンクレー大管長 はウクラ

イナにおいて教会を好意的に支援 して

くれるボ ンダレンコ氏 に感謝を表 した。

特に，集会の会場 となったウクライナ・

パレス ・コンサートホールを使用するに

当たってボ ンダレンコ氏の力添えがあ

ったことに感謝 した。国立 の施設 を宗

教行事 のため に使用 した ことは，過去

にほとんど例がないことであった。

ロシア，モスクワ

９月１０日，ヒンクレー大管長 を迎 える

集会 の会場 となったコスモスホテルを

探す のに，道 に迷 う人 はいなかったこ

とだろう。ワイシャツ姿 の男性，スカー

ト姿 の女性が わきに聖典 を抱 えて，モ

スクワ中の地下鉄 の駅 に群 がっていた

か らである。預言者の教 えを待つ２，０００

人以上の人々が ３つのホールに詰めか

けた。

「わたしはロシアのモスクワに来て，

これほど大勢 の人々にお話 できるとは

夢 にも思 っていませ んでした」とヒンク

レー大管長は語 った。「この会場におい

で くだ さったことを感 謝 してい ます。
き ょう

今日は特別な意味を持つ日です。」

大管長 は会員たちに「信 じない者 に

ならないで，信 じる者になりなさい」と

勧告した（ヨハネ２０：２７）。「神を信 じて，

神の息子，娘 として祈 りをもって神 と接

してくだ さい。皆 さんは神 のようになる

ことが できます。神 を信 じてくだ さい。

霊 とまことをもって神 を礼拝 してくださ

い。」そして青少年に対 して は，福音に

しっか りとつかまり，伝道の備 えをする

よう励 ました。また大管長は，善良な市

民 として生活 し，堅固な祖国を築 くよう

会員を励 ました。

「集会が終わってか ら，ホテルの入 り

チ ャー チ ・ニ ュース

３

口近 くの通 りで会員た ちと話 をしてい

ました。す ぐに立ち去 る気持ちになれ

ず，自分の気持ちをほかの教会員 と分

かち合 いたか ったのです。」ロシア・モ

クスワ北地方部セベ ローザモスクボ レッ

キー支部のマリヤーナ ・ドンブロスカヤ

はこう語った。「通 りには大勢の人がい

ました。……わたしたちは単 なる群衆

ではなく，一つの社会を形成 していまし

た。」

ヒンクレー大管長 は会員た ちとの集

会 に出席する前 に，地元の政府 と宗教

関係 の当局者か ら温 かい歓迎 を受 け

た。この レセプションにはロシア議会

の人民組織および宗教組織実務委員会

の ビクトル ・ゾルカルトセブ委員長が出

席 した。ヒンクレー大管長はロシアにお

ける教会の設立に関して政府の支援が

寄せられたことに感謝の意 を表明した。

大管長 はまた，ロシァで伝道 している

宣教師が故国 に帰還すると，最 も優 れ

た大使 となることを強調した。

アイスランド，レイキャビーク

連 日，冷 たい風 が吹 き，雨模 様の天

候が続いていたが，ヒンクレー大管長が

アイスランドのレイキャビークに到着 し

たとき，雨雲は去って，穏やかな秋の一

日となっていた。９月１１日，２００人 を超 え

る熱心 な聖徒たちが大管長 を迎 えた。

数 こそ少 ないが，世界の片隅 に王国を

築いている彼 らの信仰は堅固である。
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アイスランドで唯一となる教会の集会

所に集 まった人々を前 にして，ヒンクレ

ー大管長 は夫婦 のきず なを強め
，知恵

じゅうぶん

の言葉を守 り，什分 の一を納 め，福音

を分かち合 うように勧告 した。大管長
ようらん

は教会が揺藍期 にあった１９世紀 にユタ

へ移民 したアイスランドの初期の教会員

をたたえた。またアイスランドの教会 に

発展 をもたらしてい る現代 の開拓者 の

信仰 と努力 に賛辞を贈った。

レイキャビーク滞在中，ヒンクレー大

管長 はアイスランド国家 の元首であるオ

ラフル ・ラグナル ・グ リムソン大統領 に

対 して表 敬 訪問 を行 った 。会談 は，

青 々とした芝生 に囲まれた敷地 に，白

い外壁 と赤い屋根 を持つグリムソン大

統領官邸で行われた。

会談ではアイスランドか らユタに移住

した初期の教会員が話題に上った。「彼

らのユ タへの旅 には並々ならぬ勇気 と

体力が要求 されたことでしょう」とグ リ

ムソン大統領 は語 った。大統領はまた，

１９９７年 にユタを訪れたときの楽 しい思

い出に触れ，アイスランドか らの初期 の

開拓者の子孫が先祖の地 とのつなが り

を大切 にしていることに感銘 を受 けた

と語った。

アイスランドのレイキャビークで，説教を終えた後に

会員たちと歓談するヒンクレー大管長。この北欧の国

には二つの支部に約３００人の会員が在籍している。

ヒンクレー大管長は教会 が家族 を強

調していること，また全世界 における教

会の発展や地元の指導者 を強化するこ

との大切 さについて述べた。「わたした

ちはキリスト教徒です。したがって，キ

リストのように振舞 う努力 をして いま

す 」と大 管 長 は 語 った 。 □

０りσｒｏ々 １＞θレγｓ，『リアホナ 』１００θ１θｄ’亡ｏｒｓ，

および大管長会 事務局の協力 によ り掲載。

辮しい神殿磯建設
が発義さ海愚

大
管長会 はブラジルのクリティーバ

とパ ナマのパナマ シティーに新

しい神殿 を建設する計画を発表した。

ブラジル ・クリティーバ神殿 は，ブラ

ジルのパラナ州 とサンタカタリーナ州に

あるステークに住 む４万２，０００人 を超 え

る末日聖徒 のため に儀式 を行 う。同神

殿 はブラジルで５番目の神殿 となる。ほ

かの神殿 は，サンパ ウロ，カンピーナス，

ボルトアレグレ，レシフェにある。

パ ナマの教会員は，この国に初めて

神殿が建つというニュースを聞いて感

激 している。パナマ ・パナマシティー神

殿 は，パ ナマに住 む約２万２，２００人の末

日聖徒のために儀式 を行 う。
くわ い

二つの神殿の具体的な場所 と鍬入れ

式 の日取 りはまだ発表 され ていない。

大管長はまた，テキサス州サンアントニ

オ神殿 の建設地を発表 した。サ ンアン

トニオ市内 を通るハ ーディオーク通 り

とストーンオーク通 りに面して建 てられ

る。神殿建設は今年初めに開始する予

定。同神殿 はテキサス州 で４番 目の神

殿 となる。□

奪絵 藁，鱒 騰 毒薪》

犠牲轟を溝蝋 嬬 る

リサ ・アン ・ジャクソン

一 ユーヨーク市の空 は曇 り，冷たい

一 風が吹 きす さんでいた
。９月ｌｌ日

のテロ攻撃か ら１年 を迎 えた追悼式 の

日，数千人が 「グラウンドゼ ロ（訳注

一 ここでは９月１１日の テロの現場 を指

す）」に集 まった。ワシントンＤ℃．の国防

総省や，ペンシルベニア州の郊外，そし

て世界 中の式典会場 にも，同様 にテロ

犠牲者 を追悼する人々が集 まった。教

リアホナ／２００３年 １月号
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会指導者 と会員は，ジェームズ・Ｅ・ファ

ウスト副管長の言葉 によると『わたした

ちの生 き方 を永遠 に変 えた』日の犠牲

者 と生存者に敬意を表する式典に参列

した。

ソルトレーク・シティーのテンプルス

クウェアには，９月１１日の出来事 を覚思

い起 こすために正午か ら行われた追悼

式 に多 くの人 々が集 まった。トーマス・

Ｓ・モ ンソン第一副管 長が集会 を司会

し，十二使徒 定員会 ，七 十人定員会 ，

中央補助組織会長会会員が出席 した。

アイスランドの聖徒 たちを訪問中のゴー

ドン・Ｂ・ヒンクレー大管長は国内にいな

か った。

追悼式で演説 した ジェームズ・Ｅ・フ

ァウスト第二副管長 は，テロ攻撃 を「邪

悪 な暴挙」また 「悪の 陰謀」と述べ た。

「何 と言 って もこの事件 の最大 の悲劇

は，人々の命が失われたことです。皆 ，

罪 のない人ばかりです。２，８００人以上の

人 々が計画的な犯罪によって殺 されま

した。一般市民のたった一人でさえ，そ
ら

の死の重 さは計 り知れませ ん。」

ファウスト副管長は聴衆に，合衆国は

祝福 された国であり，その祝福 には責

任 が伴 うとい う原則 を思い出 させた。

副管長は次 のように話 した。「全能 の神

が この国 を設立 されました。神 はアメリ

カの建国の父 として，人類 の中か ら偉

大 な人々を立 てられたのです。建 国の

父 たちは，当時 もそして現在 も主権 を

９月 １１日の犠 牲者を追悼 して ，

慰め と敬意 の言葉を述べる ジェームズ ・Ｅ ・

フ ァウス ト副管 長。



持つ 『民』のために働 きました。アメリカ

の硬貨 には『我 らは神 を信 じる』という

モットーが刻 まれていますが，そのモッ

トーはわたした ちの心 と思いにも刻み

込 まなければなりません。」
な

タバ ナクル合 唱団は，「神 よ，汝れ に

近寄 らん」「主 はわが飼 い手」「主の祈

り」（ＴｈｅＬｏｒｄ’ｓＰｒａｙｅｒ）の編曲など，

幾つかの音楽 を選んで演奏 した。合唱

団が最後 に「美 しきアメリカ」（Ａｍｅｒｉｃａ

ｔｈｅＢｅａｕｔｉｆｕ１）を歌 うと，多 くの人が涙

を流した。

その日，テンプルスクウェアでの式が

始 まる前 に，モンソン副管長はキリスト

教や イスラム教 ，ユ ダヤ教 など他 宗教

の地元指導者 たちとともに，ソルトレー

ク・シティーで開かれ た超宗 派集会で

話 した。モンソン副管長は聴衆 に，亡 く

なった人，生 き残 った人，テロの後休む

間もなく作 業 した人々の ことを忘れ な

いようにと語 った。モ ンソン副管長はさ

らに，テロの後 で信仰 が果 たした役割

について強調し，次のように述べた。

「恐 れ，悲 しみ，痛 み，苦 しみ のさな

かにすばらしい奇跡が起 こりました。信

仰の一致や祈 りたいとい う望 みが生 ま

れました。アメリカ人 は９１１に電話す る

のではなく，ひざまずいて神に助け を

求め るために天 を向いたのです （訳注

一一 ９１１番 は
，アメリカで緊急通報 を受

け付 ける電話番号である）。」

ワシントンＤ．Ｃ．で は，ワシントンＤ．Ｃ．

モルモン聖歌隊が，９月１０日にアーリン

トン国立墓地において，９月１４日にはワ

シントンＤ℃神 殿訪問者センターにおい

て，追悼 コンサートを行 った。聖歌隊 は

南バ ージニア大学 オーケストラの演奏

に合わせて歌い，デビット・グレン・ハッ

チ，エリカ・ハッチ，リズ・スミスらのソリ

ストも参加 した。

ワシントンＤ℃．へ の攻撃は，二人の教

会員の命 を奪った。ブレーディー ・ハ ウ

エル とロンダ・ラスマセンは航空機が国

防総省 の建物 に衝 突 したとき，そ こに

勤務 中だ った。国防総省 の犠牲者の 中

には遺体の確認で きない人が４人いた

が，ラスマセ ン姉妹 もその中の一人だ

った。ラスマセ ン姉妹 は，９月１２日アー

リントン国立墓地で米軍が 開いた特別

写
真
／
ク
レ
ー
グ

・
ダ
イ
モ
ン
ド

。

難

．磯

灘
纏
戴

　綴 瀞

繍 剛ジ「
「漕、。窯

縛 麟 、．

隔麟 噺

鰯臨 瓶
嚇響

教会の指導者 たちは ，ソル トレーク ・シテ ィーで ９月 １１日の事件の追悼式 を主催 した。

タバ ナクル合唱団の演 奏が式の大部分 を占めた。

式典で，犠牲者の一人としで１卓まれた。

身元 を確 認で きなか った遺体 はすべ

て，軍によって同墓地 に埋葬された。

ハ ウエル兄弟 の妻，両親，兄弟 は，９

月１１日に国防総省で国に よって営 まれ

た追悼 式典 に出席 した。ハ ウエル兄弟

の母校，シラキュース大学 では，ハウエ

ル兄弟に敬意を表すために，また「ブレ

ーディー ・ハウエルという傑出 したアメ

リカ人を忘れないために，そして，国家

や地域 に対する （ハウエル兄弟の）献

身的な奉仕 を引 き継 ぐために」，ブレー

ディー ・ハウエル地域奉仕活動推進委員

会を創設 した，と同大学のウェブサイト

は伝 えている。

ニューヨーク州ニューヨークステーク

は，９月８日に追悼 ファイヤサイドを主催

した。ブレント・Ｊ・ベルナップステーク

会長 が追悼 の言葉 を述べ ，救 い主 の
しょくざい あがな

蹟 罪 と瞭 いの力 に関する音楽が幾つ

か演奏 され た。同ステークは９月ｌｌ日，

ニューヨーク市のマイケル ・ブルームバ

ーグ市 長の要請に従い，３つ の建物 を

すべ て一般 に解放 した。同市長 はその

日，すべての宗教団体 に対 し建物 を一

般に解放するよう要請 した。ステーク

センターでは，ソルトレーク・シティーで

行われた教会の追悼式の模様が放送さ

れ，昨年の追悼式の模様 も再放送 され

た。

ニューヨーク州ニューヨークステーク

チ ャーチ ・ニ ュース

５

はまた，過去１年間に教会員から提供さ

れた支援 に感謝 して，次のような声明

を発表 した。

「２００１年９月１１日の悲劇の後，惜 しみ

なく援助 の手 を差 し伸 べてくれた世界

中の文字 どおり無数の教会員に心から

感謝 します。……

皆 さんのキリストのような愛 と奉仕の

模範 は，多 くの人の生活 を祝福 しまし

た。わた した ちは皆 さんと一緒 に，愛

にあふれ た天の御父 とそ の御 子 イエ

ス ・キリストに対する信仰 と希望を表 し

たいと思います。」

世界貿易センターへのテロ攻撃で３人

の教会員が死亡 した。アイバ ン・ルイ・

カピオはテロ当日，世界貿易センタービ

・

、
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９月 １１日の事 件の犠牲者 と生存者 のために追悼

コンサー トを行 うワシン トンＤ．Ｃ．モルモン聖歌隊。

写真／インターナショナル ・アンド・ガバメンタル ・アフェアーズ

の厚意により掲載



９月 １１日にソル トレーク ・シテ ィーで行われた宗 派を超 えた追悼式で ，

トーマ ス ・Ｓ ・モ ンソン第 一副管長 にあいさつする地元 自治体 の指導者たち 。

モ ンソン副 管長は基調演 説を行 った。

写真／ニューヨーク州ニューヨークステーク広報委員会の厚意により掲載

鞭

９月 １１日 を追 悼 して ニ ュー ヨー ク 市 の 教 会 で

訪 問 者 に あ い さ つ す る 宣 教 師 。

写真／ラベル ・コール ，『デゼレ トニュース』紙

（０θｓθｒθ亡１Ｖｅレγ５）の厚意により掲載

蟻
轡

構ず
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翻
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ルのユ０７階で働いていた。メアリー ・ア

リス・ワルストロムと娘のキャロリン・マ

イアーバーグは，世界貿易センタービル

へ突入 した１機 目の飛 行機 に乗 ってい

た。

ユ タ州ケイズビル東ステークのケイズ

ビル第１７ワードに所属する，ワルストロ

ム姉妹の息子ノーマンと孫のネートは，

グラウンドゼ ロで行われた追悼式 に出

席した。ネート・ワルストロムは「デゼレ

トニューズ』紙 （Ｄｅｓｅτｅ亡Ｎ６ｗｓ）の記者

にこう述べ た。「来てよかったです。祖

母 とおばの人生 に思いをはせ ることが

できました。ここで見 たことを家へ帰 っ

て家族 に知 らせたいと思 います。ここ

はまるで，お墓 のような神聖な場所 とい

う気が します。」

９月ｌｌ日，ユタ州ケイズビルの墓地で

は，ケイズビルに縁のあったワルストロ

ム姉妹，マイアーバーグ姉妹，ハウエ ル

兄弟を追悼する記念公 園を作 るため，
くわ い

地元住民が鍬入れを行った。□

ヒンクレー大餐海，

慰め纏顯葉を語る

ゴ
ードン・Ｂ・ヒンクレー大管長 は

，

昨年９月１１日の テロ攻撃 か ら１周

年 を迎えるに当たり，以下の哀悼 と慰

めの声明を出した。

こんにち

「今 日，世界 は２００１年９月ｌｌ日の悲劇 を

思い起 こしています。あの卑劣 な襲撃と

いう忌まわしい行為に，わたしたちは依

然 として衝撃と動揺を覚えています。

この１年間，あの恐ろしい日に勇気 と

無私の心 を示した男女 の英雄 的な行為

が伝えられてきました。実に多 くの人々

が命 を失 いました。非常に多 くの友人

や家族が，大切 な人 を奪 われ ました。

今 日，わたしたちはしば し立ち止まって，

命 を奪 われた人 々，また愛する人 を失

いなが らも勇気 をもって生活 を続 けて

きた人々のことを思い起 こし，ともに彼

らに敬意を表 したいと思います。

わたしたちは，これ らの恐 ろしい状

況か ら多 くの善 なるものが生 まれてき

たことを知ってい ます。ニューヨーク，

ワシントンＤ℃．，ペ ンシルベニァ，およ

び世界のそのほかの地域を覆った噴煙

と灰の中から，より大 きな一致 と共通の

目的意識が生 まれました。それは，悪

を地上か ら一掃 し，あらゆる人に自由

と安全 をもたらそうとするものです。こ
おそ

の大切 な目的 のた め に，神 を畏 れ る

人々が至 る所で行 っている，義にかな

った働 きにわたしたちは賛 同します。

天の御父がわたしたち皆にほほえみ

を投 げかけ，今 もなお悲 嘆に暮れてい

る人々に慰 めを与 え，正義 と自由の探

究において国々の指導者 を導いてくだ

さるよう，心か らお祈 りいたします。」□

リアホナ／２００３年 １月号
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記事の募集
■

Ａ 員 の 中 に は ， 福 音 の 原 則 に 反 し

ｉ ム た 生 活 を 送 る 親 を 持 つ 人 が い ま

す 。 彼 ら が そ の よ う な 状 況 に う ま く対

処 で き る よ う ， あ な た の 意 見 を紹 介 し

１ て く だ さ い ・

ｉ 皆 さ ん の ご 意 見 を ， ２００３年 ３月 １日 ま護

で に お 送 り くだ さ い 。 あ て 先 は次 の と…

お り で す 。

二 Ｐａｒｅｎｔｓ．Ｌｆ∂ｈｏηａ，Ｆｌｏｏｒ ２４，５０ Ｅａｓｔ

宅 Ｎｏｒｔｈ Ｔｅｍｐｌｅ Ｓｔｒｅｅｔ，ＳａｌｔＬａｋｅ Ｃｉｔｙ，

ＵＴ ８４１５０－３２２３，Ｕ Ｓ．Ａ．

１ 最初 に，あなたの名前，住所，電話
　１番号
，所属 ス テーク／地方部 ，ワー

１ ド／支部名 を明記のうえ，「Ｐａｒｅｎｔｓ」

とい う見 出 しで書 き始めて ください。

ｉ ・たＥメー ルで送 ・場 合 は，件名 に

ｉ 「Ｐａｒｅｎｔｓ」 と 明 記 し ， ｃｕｒ－ｌｉａｈｏｎａ－

ｉｍ ａｇ＠ ｌｄｓｃｈｕｒｃｈ．ｏｒｇま で お 送 り く だ

ｉ さい。 ご意見 を頂いたすべての方 に受１

領通知 をお出 しす ることはで きません

１が，記事に採用された方にはご連絡を

差 し上げます。□



分かち合いの時間

「分かち合いの時間のためのアイデア」追加分 ２００３年 １月

畿
以下 は，初等協会の指導者

が 「リアホ ナ』２００３年１月号

に掲載 の 「分 かち合 いの時

間」とともに使用で きる「分かち合 いの

時間のためのアイデア」追加分である。

これ らの アイデ アに対 応するレッスン，

指示 ，活動 は本号 「フレンド」４，５ペー

ジ 「わたしはイエス・キ リスト教 会のか

いいんです」を参照する。

１．年少 の子ども向け活動 「福音の

視覚資料セット』から以下の絵 を部屋 中

に，順不同に飾 る。「イエスにバプテス

マを施すバプテスマのヨハネ」（２０８）；
いや

「バ プ テ ス マ 」（６０１）；「盲 人 を 癒 さ れ る

イ エ ス 」（２１３）；「病 人 の 癒 し」（６１３）；
ばんさん せいさん

「最 後 の晩餐」（２２５）；「聖餐 のパ ス」

（６０４）；「神殿での少年イエス」（２０５）；

「神殿 に向か う若い男女」（６０９）；「それ

ゆえに，あなたが たは行 って」（２３５）；

「イエス ・キ リストの福 音 を教 える宣教

師」（６１２）。バプテスマに関する歌か賛

美歌 を歌い，バ プテスマに関係 のある

絵 を２枚探 すように子 どもたちに言 う

（２０８，６０１）。二人の子 どもにその絵 を

取って来て，黒板 に並べ て貼るように言

う。イエスが地上 におられた時代の教

会 について，新約聖書を読 むと学ぶ こ

とができると説明する。イエスにバプテ

スマを施 したバ プテスマのヨハ ネの話

をし，マタイ３：１７を声に出して読む。末
こんにち

日聖徒 イエス ・キ リスト教会 には今 日，

同じ儀式が あることが分か る。同様 の

ことをほかの歌，絵，聖文からの話につ

いても繰 り返す。聖文 の話 の例 マ

ルコ３：１４－１５（神権 に関する歌 か賛美

歌 を歌 う。）；ルカ２２：１９（聖餐 に関する

歌か賛美歌を歌 う。）；ルカ２：４６（神殿

に関する歌か賛美歌 を歌 う。）；マタイ

２８：１９－２０（伝道 に関する歌か賛美歌

を歌 う。）

２．背教が どのように教会を変 えてしま

ったかを子 どもたちが理解できるように

助ける。小 さな箱，カップ，また はブ ロ

ックを使 って建物 を作 る。子 どもが一

人一人ブロックを積み上 げるごとに，新

約聖書時代 の救い主の教会 に存在 した

ものを一つ挙げ させる。それか らふさ

わしい歌か賛美歌 を歌 う。答 えの例一
じゅうぶん

バ プテスマ，聖餐，什分の一，神殿 ，

神権，使徒，預言者。子 どもたちにエペ

ソ２：２０を声 に出して読ませる。背教 に

よって教会が分裂 した ことを説 明 しな

が ら，建物 を解体する。クラスごとにブ

ロックを数個ずつ分 け，そのブロックで

小 さな建物 を作 らせる。どの教会にも，

救い主の教会 と同じ部分がすべてある

わけで はないことを説明する。信仰箇

条第６条を子どもたちが暗唱するのを助

ける。

３．使徒の特別な召 しを子 どもたちが

理解できるようにする。子 どもたちにマ

タイ４：１８－２２を読 ませる。これ らの人

た ちは何 をするよう求め られたか話 し

合 う。（イエスに従い，「人問をとる漁師」

になる。）これらの人たちが どのように

イエスに従 ったか，（「すぐに網を捨 てて，

イエスに従った。」）そして 「わたしにつ

いてきなさい」と「人 間をとる漁師」とい

う言葉がわた したちにとってどのような

意味 を持つか話 し合 う。イエスが使徒

としてお召 しになった人々について，さ

らに子どもたちが学べるよう，以下の活

動をする。１２枚のカードを用意 し，各 カ

ードに十二使徒の名前を一つずつ書 く
。

カードを容器 に入 れ る。各 クラスか ら

一人ずつ
，カードを

１枚容器から引かせ １、

る。マタイ１０：１－４

を読み ，使徒 の名

前が読 まれる度に，

そ の名前 を持 って

い る子 ど もを立 た

せ る。 それ か らマ

タイ１０：５－１４を読

み，使徒が行 うよう

に言 われ た ことに

つ いて話 す。子 ど

もたち にその責 任

チ ャー チ ・ニュー ス

７

を幾つか演じさせる。最後に次の事柄
あかし

について証する。現在の使徒 とその神

聖 な召 しについて。子 どもたち一人一

人が イエス・キリストの弟子 ，すなわち

イエス ・キ リストに従 う者 になることの

大切 さについて。末日聖徒イエス・キリ

スト教会の会員であることの祝福 につ

いて。

４．歌の発表 「イエス ・キリストの

教会」（「２００３年度 分かち合いの時間，

ならびに聖餐会での子 どもの発表の概

要』参照）という歌は，子 どもたちが知

り，行 う事柄 に対 する決心の歌である

と説明する。子 ども一人一人に鉛筆 と，

れんがまたは石の形 に切 り抜 いた小 さ

な紙 を配る。子 どもたちを９つのグルー

プに分ける。各 グループにこの歌の歌

詞の一部 を説明するような絵 を描かせ

る。子 どもたちが絵 を描いてい る聞，

伴奏者 にその歌を静か に弾いてもらう。

各 グループに，割 り当てられた歌詞 を

歌 うときに立 ち上が り，絵 を見せるよう

に言 う。それから子 どもたちにれんが

また は石 の絵 を，教会 の建物 を簡単に

描いた絵の中に貼 らせ る。全員でこの

歌をもう一度最初から歌 う。子 どもたち

がその歌詞を思い出せるように，該当す

る箇所 で，教会 の絵 の中 に貼 った各歌

詞に対 する絵 を指 してい く。各 グルー

プを，自分 たちの描 いた絵 の歌詞のと

ころで立ち上がらせる。□

１ 融ま鍵 轡

｝ 」卜．り讐．畦蝶 禍餉［そ噂耐 ’

巽 ≧繍 鰍 献 こ錨 瀞 二８鋤㍑ 聯 馴 調 篇：

垂ミ 養 ．^；讃 辮 姦：㌧瓢 ζ凱 ；曽」汐：



●●
● ●ローカル 。ニ ュース

５

“今 家族について

考えてみませんか …・・”
教会のテレビＣＭを，

一部地方の民放局から実験的に放映～

家繋忌∵禦藷
広告フィルムが流れたら……。

そんな驚きを，鹿児島と沖縄の

教会員たちは味わうことになっ

た。昨年 １１月 １日から１２月

１５日まで，鹿児島と沖縄の民

放６局（ケーブルＴＶ１局を含む）

から，アメリカで教会が制作 し

た広告フィルムの，日本語吹替

版と字幕スーパー版あわせて４

種類が放映されたのである。

通常，放送局には，公序良俗

に反するものは放送しないなど

各局に独自の放送基準があり，

特に日本にあっては特定の宗教

を広告することに難色を示すの

が一般的である。事実，福岡伝

道部のゴットフレッドソン部長

が最初に福岡の放送局を訪ねた

ときは門前払いの状態だった。

しかしアメリカでは，テレビ

にキリスト教の伝道師が登場し

て説教するなど宗教をメディア

で扱うことは普通にある。教会

も，１９７０年代から広告フィル

ムを数多く制作 して放映してぎ

た。最近では教会の存在はすで

に広く社会に認知されている。

しかし日本においては，宗教

に対する一般の偏見や抵抗感が

非常に強いうえ，教会の知名度

もまだまだ低いため，伝道活動

をしやすい±壌を作るためにも

教会のテレビ広告は効果的であ

る，とゴットフレッドソン伝道部

長は訴えた。その声はソルトレ

一クで長い時間をかけて検討さ

れ，伝道管理部は，福岡伝道部

に限っての実験的なプロジェク

トとして許可したのである。

一方
，教会の許可が下りても

放送局側の門戸は固かった。し

かし偶然，沖縄に，自ら経営する

会社のテレビＣＭを放送したこ

とのある教会員がいた。この兄

弟が地元民放局の幹部を知って

いたことから，彼の紹介でゴッ

トフレッドソン伝道部長との会

合が持たれることになった。

会合の席上で教会の広告シリ

ーズ「ホーム・フロント」を見せら

れた民放幹部は，感動 し涙ぐん

でいたという。その幹部は自ら

の家族への思いを語り，「広告の

質もメッセージも非常に良く，

放送するに何の問題もない」と

評価した。それをきっかけとし

て，幾つもの民放局の門戸が開

かれ，まさかと思われた教会の

広告放映が実現したのである。

放映期間中の放送回数は，早

朝 ・深夜枠からゴールデンタイ

ムまでの様々な時間帯に，平均

して１日１局あたり１，２回と，決

して多くはなかった。が，それで

も多くの教会員は家族や親戚，

友人 ・知人から「見ましたよ」と

声をかけられたという。宣教師

も手こたえを感じている。街頭

伝道や戸別訪問で，以前は素っ

気なく断られていたのが，広告

の話題をきっかけに話を聞いて

くれる人が増えた。また多くの

「ホーム・フロント」シリーズより，「お水が欲しい」篇 字幕スーパー ６０秒

靱

灘

奨

ゆ ダ ドい　 ら

輔
（夜中の家に子ども部屋か ら
呼ぶ声がする）

子ども ’パパ １

父親 ’（寝室で）呼んでるよ。

母親 ，う一ん。

父親 なに ？

子ども ’おしっこ。

（再び子どもの呼ぶ声）

子ども ’パパ １

父親 ．なんだいつ

子ども：毛布が見つかんない。

父親 ’取 ってくる。

（また，子どもの呼ぶ声）

子 ども パパ １

父親 ，（起きあが ってうめく）

なんて夜だ。

騰

子ども ，お水が欲しい。

（コップに水をくむ父親の手）

子ども パパ １

（父親を見上げる子ども）

羅

子ども ：忘れちゃった。

（ベッ ドに倒れ込む父親）

子ども ’（叫ぶ）パパ １

父親 （怒 鳴る）今何時だ と

思ってる １早く寝なさい ！

今度はなにつ

子ども ：・… 愛してる。

父親 ’（素っ気な く）ああ ，そ

う。

みませんか。

（父親が子ども部屋に戻 って
くる）

父親 ：（優 しく）な にかあ っ

た らそこにいるからね。
パパも愛してるよ。

（子 ども ，うなずいてスタン

ドを消す）

ナ レーション ．末日聖徒イエ

ス キリス ト教会です。

ナ レーション 家族のための

ビデオ差 し上 げます。プリ
ーダイヤル７８８－８９６。

リアホナ／２００３年 １月号

８
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教会員が教会を誇らしく思い，

感激した。長らく教会から足が

遠のいていたが，広告を目にし

て教会に戻り，子どもにバプテ

スマを受けさせた母親もいた。

プロジェクトとしての総合的な

評価は放映終了後の総括を待た

なければならないが，少なくと

も地元の教会員にとっては，教

会の存在が広く社会に告知され

る画期的な出来事となったので

ある。□

「愛はいつまでも絶えるこ
～韓国の教会員たちが，台風災害の被災者に救援物資を贈る～

０２年 ９月 １７日 ，地 域

２０ コ ウ ウ ホ ン ヨ ン

幹部七十人の高元龍
ル サ

長老は，台風「鹿疹」による洪水

被害に遭った人々への救援物資
カ ンヌ ン シ ム

２，０００人分を ，江陵市 の沈
キ　 サ ップ

起攣市長に届けた。韓国にお

ける宗教法人末日聖徒イエス ・

キリス ト教会の代表役員であり

教会の韓国サービスセンターマ
チ ェ ユ ン フ ァ ン

ネージャーでもある崔 講喚 兄

弟，ソウル伝道部のレックス ・
カ ンヌ ン

０ ・カ ー ル ソ ン 部 長 ，江 陵 支 部

の雫 矢謀支部長も同行した。
シム

沈市長は教会の福祉援助に対し

て謝辞を述べた。援助物資の中

身は，毛布，タオル町石けん，歯

ブラシその他であった。

２００２年９月 １６日月曜日，

午後２時前に，数人の姉妹がソ
シ ン ダ ン

ウルステーク，新堂ワー ドの文

とがない」

化ホールにやって来た。わずか

１日前に出された人道支援奉仕

活動の要請にこたえて，真っ先

にやって来た姉妹たちである。

毛布の入った １３０個以上の箱

がホールの一方に積まれ，タオ

ル，歯ブラシ，歯磨き，石けん

が入った箱が，もう一方に積ま

れていた。程なく会員たちが

続々とホールに集まって来て，

責任者の指示の下にカード書き

が始まり，次いで援助物資の詰

め込み作業が始まった。３０台

の作業台を囲んで熱心に働く会

員たちは，まるで天使のようだ

った。予想を上回り，１００人以

上の兄弟姉妹がこの活動に参加

した。中には，兵役を解かれて

帰郷 したばかりの兄弟や，７０

歳の姉妹もいた。

「愛はいつまでも絶えることはない」との横断幕が張られた援助 トラック。

糊 耀
．欝

１・・ほど懸

前 にバプテ

スマを受け 魏
チ ェ ミ ョン ス

た 崔 明淑 姉

妹は，扶助協

会の 「家庭 ・

家族 ・個人を

豊 かに する

醗

集会」の一環としてのこの活動
チ ェ

に参加した。崔姉妹は，ワード

の姉妹たちと親しくなりたいと

いう思いで参加 したとい う。

「この教会が，だれも知らない

ところで災害に遭われた方々を

援助していたなんて，感激です。

被害者の方々にじかに会ってお

助けできるわけではありません

が，この活動に参力口できてとて
ナ ェ

もうれしいです。」と崔姉妹は話

した。

午後６時には作業が終了し，

参力口者たちは来たときより幸せ

な気持ちで帰って行った。そこ

には，称賛の拍手も言葉もなか

ったが，彼らの顔は，キリスト

のような奉仕から得られる真の

幸福と喜びで輝いていた。午後

７時ころ，「愛はいつまでも絶え

ることがない」と書かれた横断

幕が，「愛の箱」を届ける２台の

大型 トラ ックの側面に貼られ

た。□

鶏 鑑ー 鰯
今，日本においても，夫婦で伝道に出る

中高年の宣教師たちが増加しつつありますｂ

現在，日本のフィールド℃働く夫婦宣教師は

アメリ力人夫婦を含めて７カップル。

中にＩＪ：伝道部長経験者もいます、

円熟した人生経験を持つ夫婦宣教師は，

彼らにしかできない

優れた特質を生かした伝道をしていますも

夫婦伝道とはどのようなものか，

若い専任宣教師たちとどう違うのか。

その充実した働きと彼らの幸福を，

夫婦伝道の最前線からレポートしま’凱

輪

修
、

磁

懸

纒

麹

ノ

●
●
●

▼ 次ぺ一ジへ

Ｑ ＆Ａ ：夫 婦 伝 道 の 基 礎 知 識

●年齢制限はありますか 通常は７０歳までで，夫婦ともに

健康であれば年齢は問われない場舎もしばしばです。

●どのような働きをしますか 地元の指導者を訓練する，神

権者の少ない地域では支部長や監督として働く，会員の活発化

や改宗者の定清を助ける，地域社会における奉仕活動に従事す

る，などです。体力のある若い宣教師のように長時間働くことは

求められていません。むしろ人生経験や職歴から来る長所，能

力，特技を生かして賢明に働くことが求められています。

●戸別訪問や街頭伝道をしますか 夫婦宣教師自身が希望

する場合にのみ，伝道部で割り当てを受けます。

●夫婦宣教師は車で伝道できますか はい。車を所有してい

る場合は伝道地に持ち込むよう奨励されています。

（「夫婦宣教師」デビッド・Ｂ・ヘイト，「聖徒の道』１９９７年１０月号，２６参照）
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今まで味わったことのない安らぎと

心地よさを感じています
～人の成長奄助けて奄美大島１こ生きる～

佐藤眞太郎長老 ・啓子姉妹 福岡伝道部専任宣教師

鹿児島地方部名瀬支部で伝道中 （岡崎ステーク・野並支部出身）

り
春日を小夏と聞けり奄美島
いっそん

、 ／一村」 奄美大島は・そ
の自然 に魅 了 されて亜熱帯

の植物や魚 などを題材に日本画 の新境

地 を開いた画家 ・田中一村 の絵 で有名

である。９５パーセントを山肌が占め，平

野のほとん どない ここ奄美大島で夫婦

宣教師 として伝道する佐藤眞太郎長老

と啓子姉妹 は，１２月にあ っても日中は半

袖，朝晩は薄手の長袖 というスタイルで，

正に冒頭の一村の句 にある「小夏」の中

で伝道している。

そもそもは佐藤夫妻 の親 しい友人夫

妻が夫婦宣教師 として奄美大島の福 岡

伝道部名瀬支部へ と赴任する予定だっ

た。しか し友人には持病があ り，「緊急

の医療 が必 要なときはどうするのだ ろ

う」と佐藤姉妹が心配 していたそのとき，

その脳裏にある考えが浮 かんだ。「『わ

たしたちが彼 らの代わ りに行 きます』と

言 ったら，そうしてもらうことはできるの

だろうか。」その思い はほんの一 瞬，頭

願 輔１擾 難
響

餐１蹴 讐 羅 １
行 く申請書 も出していない二人のもとへ

福 岡伝道部のゴソトフレノドソン部長から

電話がかかってきた。「電話 をもらった

時点で，どのような用件かすぐに理解で

きました」と佐藤姉妹 は言う。福岡 に赴

いた佐藤夫妻は伝道部長 と面接 をして，

その後 申請書を出し，結局は友人夫妻

に代わって２００１年６月３０日に奄美大島へ

赴 くことになったのである。「ほんとうは

定年後はもう少 しゆっくりして，ソルトレ

ークへ１か月ほど行 く計画 もしていたん

です」と語 る二人 に思いが けず夫婦宣

教師 として働 く機会 が訪 れたのはこん

な次第であった。

支部長として支部た整える

名瀬支部に着任 した最初 の安息 日に

集ってい たのは１２人の教会員 だった。

「主の教えを定着 させ るためには，初等

懸 離 蹴謝一
物 リアホナ／２００３年 １月号

簸 １０
雛脇
．

協会 と青少年の組織 を作 る必要があり

ました。幼いころか ら福音 をしっかりと

教 えなけれは将来的な成長 はないと感

じたか らです」と，支部長 としても召 さ

れ た佐 藤長老 は赴任 当初の様子 を語

る。佐藤長老 は支部長 に加 え，神権会

の教師 と日曜学校 の教師も兼任すること

となった。佐藤姉妹 は若い女性の教師

と早朝 セミナリーの教師 としても働 く。

責任 を兼務 しなが ら伝道することには，

「若い宣教 師とは違 った苦労 もある」と

漏らすが，教会員や副支部長 として働 く

二人の若 い宣教師の助 けもあ り，やが

て多いときには４０人ほどが集 うようにな

った。「まだまだ出席者 は少ないけれ ど

希望はあります。」

地元の人の抱える問題に奔走する

「奄美大島で教会員として生活するの

はそう簡単ではありません」と佐藤長老

は島の暮らしの実情を説明する。美し

い自然に恵まれている一方で，経済的に

は基盤が弱く，賃金は低く仕事の口も少
る

ない。地元の教会員や求道者にとって

佐藤夫妻は生活上の問題の相談役でも

ある。「雇用問題や失業率の高さからも，
しゆつふん

求道者が什分の一，安息日，知恵の言葉

などの戒めを守 るには困難がついて回

ります。レソスンで簡単 に教 えるぐらい

では正しく理解 してもらえません。求道

者で も教会員でも，個人的にじっくりと
あかし

話 し合 って丁寧 に証 を述べていかなけ

ればならないのです。わたしたちは時

に福 音 を伝 える以前に，家庭を整 え管

理する方法につ いて教 えなければなり

ませ ん。」実際 に二人は，教会員や求道

者を助けるのみならず，島で暮 らす一般

の人々のトラブル を解決するためにもし

ばしば真剣 に奔走することになる。

あるとき佐藤夫妻は，コインランドリ

ーに寝泊 まりしている女性 と出会 った
。

その人は夫の虐待 に耐えかねて家 を出

てきていた。途方 に暮れていた彼女に

対 して佐藤夫妻 は数週間 にわたって相

談相手 となり，ともに役所 に足 を運び，

法的 な手続 きについて模索 し，行政 の
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援助を受再て自立した生活が営めるよう

になるまで奔走した。そうしたときには，

「絶対 にあきらめ ることはで きないんで

す。あきらめそうになると主の悲 しい顔

１ が浮かびますから」と夫妻は語る。

あきらめないこと

佐藤長老姉妹 は３年前 に最愛の息子

さんを直腸がんで亡 くしている。その息

子さんの死 も，振 り返ると伝道の備えに

なっていたと話す。「息子 は息 を引 き取

る直前 まで頑張 っていました。死期が

近づ いているのを知 りなが ら，どうして

そんなに頑張ろうとしているのか不思議

でなりませんでした。どんなに苦 しくて

も，息子 はどこまで頑張 れるか試 した

か ったのだと思います。自分が頑張 っ

た ことに満足 したかったのだと思 いま

す。’初等協会 のときに聞いていた福音

が，息子の支えになり，息子 を最期 まで

頑張 らせ たのだと思い ます。」病魔 と闘

っていた息子 さんの壮 絶な姿は，佐藤

長老姉妹 に，あきらめないことの偉大さ

を教えてくれた。 まるですぐそばにいる

息子を誉めるかのように話 しなが ら，時

折，佐藤長老も佐藤姉妹 も目を潤ませて

回想する。 ・

「わたしたちが体 の弱い息子 を教会

へ連れて行っていたので はなく，わたし

たちが息子に連れ られて教会に行 って

いたのではないかと思 います。息子は

『お父 さん もお母 さんも，もうそろそろ自

分 た ちで教会 へ行 け るか ら大 丈夫 だ

ね』と言い なが ら去 って行 った ように感

じます。葬儀 の時 には多 くの方 々が集

まってくだ さり，息子 は現世 における最

後 の伝道 をしてくれ ました。そ して，わ

たしたちも人生 の目的にさらに思いを向

け，少しずつ備 えられていきました。わ

たしたちの知 らないところで，主は着 々

と準備 を進められていたように思 いま

す。すべ ての ことには主 が用 意された

道筋があります。」

人が変わってゆくのを助ける召し

「伝道というのは人が心の底から変わ

るのを助けるのが目的であって，自分の

成長 にばか り関心 を向けるべ きではあ

りません。伝道へ来る以前，どうしたら

成長できるか を知 っているつもりでした

が，それは頭の中だけのことで，単なる

知識 にすぎなかったと思い知 らされまし

た。求道者 や教会員 に対 して自分が ど

れくらいの愛情 を持 っているのか，何度

も生活の中で試 されることがあります。」

「本 当に主 の教 えを理解 した人た ち

は必 ず変 わります。」二人が断言するそ

の言葉は，奄美大島での様 々な経験 に

裏打 ちされてい る。「教 会員 の中には，

白紙のような状態で何でも吸収 していく

人 もいます。変わっていく自分 に気がつ

いてうれしさを感 じる人 もいます。求道

者 も教会 員 もそのような形 で生活 を変

えていってほしいと願っています。すべ

ての人は，主が 自分 をどうご覧になって

いるか，自分の最終 目的は何 なのか，ほ

んとうの慰め はどこか ら来るのかを知

る必要があります。」

佐 藤長老姉妹 は，自分たち家族が改

宗 した当時 を振 り返 りながら次のように

話す。「わたしたちは改宗 したときから，

什分 の一 の戒 め，安息日の戒めを確 実

に守 って きました。それ は信仰 の基礎

を作 るうえでとても大切 なことで した。

安息日は求道者のときから教会に通って

いました。教会員となってからは責任を

頂 き，そして良い友人にも恵まれ ました。

それはわたしたちの信仰生活の祝福 と

なりました。新会員のときに多 くの方々

か ら訓練 されたのはすばらしい経験で

した。奄美大島の会 員にも同 じ経験を

してほしいと願っています。」

残 りの伝道期間 も３か月となった二人

は，「伝道が終 わりに近づ くにつれ 「死

者の中か ら叫 ぶものの ように』（モロナ

イ１０：２７）と記 したモロナイの気持 ちが

分か ります」と言 う。「教会 員の中 には

「まだ証が ない 』とい う人 もいますが ，

『あなたにも証はありますよ』と，力 を込

めて叫び訴 えたい気持ちです。『あなた

が信仰生活 を送るときに，主の喜んでお

られ る顔が思い浮かんだならば，ほん

とうにわた しはうれ しいですよ』と両腕

をつかんで，体 を揺 さぶ るようにして伝

えたいほどです。」

同時 に夫婦宣教師 という召 しについ

ても語る。「夫婦宣教師は，一つのことを

二 人で集中して行わ なければ なりませ

ん。この経験 はほかで はで きないもの

だと思 います。定年後 に夫婦 で一緒 に

するべ きことを見つ けられない世 の中

で，一緒 に携 わるものが あるというのは

す ばらしい ことです。」この世界 に夫婦

宣教 師が必要 とされているフィールドは

たくさんあり，「もっともっと（夫婦）宣教師

が必要です」と佐藤夫妻は強調する。

名瀬の人々のことを話すとき，夫妻の

口調には愛情が にじむ。「わたしたちは

いつ も人 々と根気強 く接 しなければな

りません。また，地元 の人々によって運

営できるような教会を目指す必要があ り

ます。そのためにも，この島にはもっと
せいさん

神権者が必要 です。毎週の聖餐会 は，

出席の多い日も少ない日もあり，出席す

る兄弟姉妹の顔 を見て一喜一憂 してい

ます。様 々な厳 しい諸問題 を抱 える中

で，名瀬支部の人 々は信仰 を育 て，貫

いてい くことの大切 さを学 んでい ます。

わたしはこの奄 美で，今 までの信仰生

活 の中では味 わったことの ない安 らぎ

と心地 よさを感 じています。」
つい

奄美 を愛 し，終 の住 処 とした放浪 の

画家 ・田中一村 は，自分 の作 品につ い

て「何 と批評されてもわたしは満足なの

です。それ を見せ る為 に描 いたのでは

なくわたしの良心 を納得 させ る為 にや
しる

ったの です から」と誌 しているという。

佐 藤長老姉妹 にとっての作 品である奄

美での伝道生活 についても，二人は 「何

と批 評 されても満足」に違い ない。田

中一村 とは別の意味で，佐藤夫妻 も，こ

こで探 し求 めていたもの を見つ けたの

だから。□
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奄美地方に多い植物の実。

１年前に改宗した家族と
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名瀬支部の前にて。 蠣

購

蹴

幾 、

チ ャーチ ・ニ ュー ス

１１

鎌

蜘 ；



起床。二人のお気に入 りの

リビングルームで朝の祈 りをささげる。
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庭の手入れに訪れた教会員に感謝を伝える。

毒

魁な撒藤

蹴 評阪

昌観

田怖 賭 次子姉妹 田 魏 夏
東京北伝道部専任宣教師 次子姉妹は東京北

（京都ステーク 伝道部で夫婦で専任

下鴨ワー ド出身） 宣教師として働いている。

全国で増えつつある夫婦宣教

師の生活とはどんなものなのか，伝

道生活も残すところ二週間となったお二

人の生活をリポートするとともに，夫婦宣

教師ならではの経験を語ってもらった。
あかし

「伝道に出ても証のない年寄りには用が

ありません。」田中長老は伝道へ行く前の

自分を振り返りながら自嘲する。「それな

らば証が得 られる所はどこだろうと考え

ているときに，神殿宣教師として働く機会

に恵まれました。しかし，それも簡単では

ありませんでした。神殿に思いが強く向

いていなかったので，結局，あきらめなけ

ればなりませんでした。突然，頭の中に仕

事のことが思い浮かんだ時点でだめにな

ってしまいました。２度目に神殿宣教師へ

なろうと思ったときにも，病弱の姉のこと

を考えたら神殿から思いが離れてしまい

ました。３度目に神殿へ行く決心したとき

には，家を建て替えたときで「せっかく建

てたのだから半年でも住んでから神殿へ

行ってはどうですか」と周囲からも言われ

ましたが，「もう心をほかに移したら神殿

へは行けない』と思い立ち，振り切るよう

にして神殿へと向かいま した。」こうして

田中夫妻はまず神殿宣教師として奉仕の

業に仕え始める。

「多くの人は神様の教えに忠実に生活さ

れています。しか し，神殿や伝道など『神
い

の務め』に出で立つように求められたとき，

子供，孫，家，車，土地などの，この世のも

のに目が向いて しまうと，召しは離れてい

ゼ 槻

“

一菱盤
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騰 、 難

ってしまいます。土地という偶｛象 お金と

いう偶像，ときには孫という偶像に縛られ

てしまって，理由をつけて神様の召しに旅
あんねい

立てなくな ります。現在の生活の安寧で

はなく，永遠の観点から神様の業に仕える

ことは大切です。現世のものばか りに心

がとらわれていてはいけません。」田中長

老は自身の経験をもとにこう話す。

２年２か月の神殿宣教師としての拳仕は、

現在の伝道生活には欠かぜない通過点で

あったと田中長老は語る。神殿宣教師のと

きは，一緒に召されていても奉仕の時間帯

が違うことから夫婦が離れていることも多

かったが，今はほとんど一緒なので気持ち

も落ち着くという。「夫婦伝道は今までの

人生の集大成のようなものです。いろんな
も

経験を積んだ人ほど，伝道で活用する機会

に恵まれます」と二人はともに言う。

神殿宣教師の務めを終えて，間もなくフ

ィール ドで働く宣教師としての申請を出し

た後も ，事 は簡単 には進まなか った 。

ＪＭＴＣに入所する当日に田中姉妹が腰の

手術を受けることになったのである。手
つえ

術後も回復に時間がかかり，杖をつき，田

中姉妹は歩くのもやっとの思いでＪＭＴＧ

で学ばなければならなかった。

「犠牲の大きさを考えると専任宣教師に

なるのは大変かと思いました。しかし，主

の助けの中で様々な喜びを経験 し，２年間

の伝道期間を全うすることができました。

そんな時に伝道部長から「夫婦宣教師は２

年半まで伝道することができる』と矢口らさ

れま した。」それは，「貯金もなくなって，

年金だけで苦 しくなってきたね」と田中姉

妹が話し始めていたころだった。「どこま

でできるか分かりませんし，苦しいかもし

れませんが，まずは受けてみようと思いま

迎えに来た教会員と一緒に田中姉妹は家庭訪問へ出発。

輩響 鍵 ．「
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家庭訪問先で系図提出のアドバイスや

神殿活動の大切さを伝える。
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した」と田中長老はそのときの状況を話す。

そして その二人の決心を支えるように主

は多くの祝福を与えてくださった。「松本

に赴任しているときには 亡くなられた教

会員のこ家族から そのお宅をお借りする

ことかてきま した。富山では夫婦宣教師

として伝道に赴かれている方々の家をお

借りすることかてきました。苦しいとき

には必す助けかあります。その助けをも

らうためには正 しい犠牲をささけること

が必要です。わたしたちは 言われたこと

に対してたたこたえたたけてすが 後て振

り返ると神様の祝福かついて回っていたこ

とに気かつきました。神様は召すたけでは

ありまぜん。召した人を守ってくれるんて

す。」これは二人にとって強い証となった。

夫婦宣教師は若い宣教師たちから いろ

いろと相談されたり 困ったときに頼りに

されることも多い。田中長老姉妹のもと

へも困ったときには若い宣教師たちか ら

電話かかかってくる。あるとぎ 横断歩道

を渡っていた宣教師が車にはねられると

いうひき逃け事件かあった。ワードの監督

とともに警察の対応に当たり 午前２時こ

ろまて奔走した。翌日 加害者か特定され

「相手にとのように対処 しますかつ」と警

察署て尋ねられたときに田中長老は 「た

とえ相手が法に触れたことを したとして

も わたしたちは訴えることは しません。

被害にあった部分たけに対処していたた

けれはけっこうてす」と答えた。警察官た

ちは田中長老に「とういう教会てすか」と

再ひ尋ねた。田中長老は声を大にして「末

日聖徒イエス キ リスト教会という 人を
ゆる

赦す教会てす」と話したと微笑む。

田中長老姉妹は夫婦宣教師として 教会

員への訪問 新会員や求道者へのレッスン

喧
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系図の提出の手助けなとを行っている。神

殿て奉仕した経験があるからこそ その経

験は大いに役立っている。また 若い宣教

師はアパートの部屋に教会員を入れること

はてきないか 夫婦宣教師は教会員や求道

者を招くことがてきるのて 家庭の夕べや

八プテスマ後のレッスンを彼らの部屋て行

うこともある。「わたしたちは常に「楽しく

伝道しよう』と心かけているんです。そし

て 楽しみながら神様のもとへ帰りたいと

思っています。頭を下けて 隠れ．たり逃け

るようにして神様のもとへ帰るのてはなく

胸を張って堂々と帰りたいという希望かあ

ります。伝道はそのための道なのてす。」

田中長老姉妹にとって最初の任地てあＤ

最後の任地にもなった富山ワー ドの清水

監督は 田中夫妻について感謝を込めてこ

う語る。「二人かいるたけで 雰囲気も明る

くなりました。子どもたちにも人気かあり

ワードの中は活気があふれてきました。ま

た 夫婦宣教師の模範は 若い教会員の夫

婦に対 しても影響を与えてくれたと思いま

す。神殿とフィールドの両方て夫婦宣教師

として働きたい気持ちにさせてくれる人た

ちてした。」田中姉妹は奉仕の日々を振り

返って述懐する。「宣教師として人を愛す

るようにわたしたちは言われていました。

しかし すべての伝道地て 自分たちは愛

するよりも むしろ教会員や出会う人たち

から愛されていると感しました。」

ＪＭＴＣへ入所する日に腰の手術を行っ

た田中姉妹の手には もう杖はない。夫婦

て主の業に専念して走り抜けた２年半を

京都の自宅へ戻ってからゆっくＤと振り返

ったときに 二人はきっと ささけた犠牲

以上に主から与えられた多くの祝福かあっ

たことに さらに気がつくことたろう。□

「働くときはてきるたけ教会員と」かこ人の信条。

監督 とともにホームティーチンクのメ ノセーシを伝える。

とこへ行 っても子ともたちには絶大の人気かある。

》
＼

簾

ハ １薮

辮

鯉
疲れもたま Ｄ 車の中てち ょっと休憩。
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何の不安もありません。主は必要なものを

すべて準備してくださいました
～試練を祝福に変えて 大きな働きを成し遂げた夫婦宣教師～

日本札幌ステーク苫小牧支部
まさのぶ た え こ

中村雅延兄弟，妙子姉妹

「中
村兄弟，神殿宣教師になっ

てください。」１９９５年の秋，

神殿３階の礼拝堂で菊地良

彦神 殿長か ら耳元 でささやかれた，思

いも寄 らないその言葉は，中村夫妻のそ

の後の人生を大 きく変えることになった。

当時 中村 兄弟 は定年退 職 まで あと３

年，その後も嘱託で２年間の雇用 を保証

されていた。退職金も含めるとその間の

収入は数千万円に上る。定年まで勤め，

年金生活に入ってから伝道に出ようと計

画していた中村兄弟に，貯金 もままなら

ないまま，その収入 と引 き換 えるようにし

て宣教師の召しが訪れたのである。「菊

地神殿長 はなぜ わたしの名前 を知 って

いたのだろう。」「なぜ今，宣教 師になら

なければ ならないのだろう。」様 々な思

いが中村兄弟 の胸 をよぎる。一人悩 む

日々を２か月続 けた後 ，中村兄弟は姉妹

に打ち明けた。召しにこたえようと決心

した二人にはもう迷いはなかった。

神殿宣教師の経験 は，期待通 り金銭

とは比較 にならないものを二人 に与えて
けんそん

くれた。菊地長老 の従順 さと謙遜 さの

模範 に触れ，死者 の救 いの業への証を

得 た１年７か月間の任期 中には副神殿長

の召しも受けた。

主に養われる日々

神殿 宣教 師の任期 を終え，故郷 の苫

小牧 での生活が１年過 ぎた１９９９年４月，

今度は専任宣教師の召 しを受けた。蓄

えはなかったが，伝 道資金 の援助 を受

け，愛車 に荷 物 を積 んで深夜 の苫小牧

港 を旅 立った。任地は静 岡県の沼津市

であった。

中村 夫妻 の伝 道は非常 に実 りあるも

のであったが，同時に試練も多 く，特 に

資金面 では苦労が続いた。沼津に赴任

してからは，月７万のアパート家賃の支払

いに苦労 し，毎月の食費はわずか２万と

いう生活が続 いた。１年以上が過 ぎたこ

ろ，家賃の支払 いが困難 になり，ついに

アパートを出なければならなくなってしま

リアホナ／２００３年 １月号

１４

った。しか し夫 妻が苦況 に陥 っていた

そのとき，沼津支部に集 う一人暮 らしの

姉妹か ら声 をか けられた。「中村兄弟 ，

わたしハワイに伝 道の召 しを受けたんで

す。家賃は要 りませんので，よろしけれ

ばわたしの家で留守 を預かっていただ

けませんか。」それから清水支部に転勤

するまでの間，彼女の家 に住むことにな

った。

清水支 部に転勤 したのは２０００年 の８

月，そのころ資金面 で別の問題が起こっ

ていた。中村兄弟 は離 職 中の２年問 ，

月々の給与の形 で会社 から伝道資金の

援助 を受 け，その代 わりとして，空 き家

となる夫妻の自宅 を社 長の別宅用に月４

万で提供，家賃 を給与 の一部 として盛 り

込むという約束 で中村兄弟 の口座 には

毎月９万２，０００円が振 り込まれていた。社

長の厚意であった。ところがその社長が
がん

突然癌で他界，会社もその数か月後に

は倒産してしまったのである。中村夫妻

の資金は途絶え，伝道半ばでの帰還も
ぽうぜん

やむなしと思われた。しかし呆然と肩を
る

落としていた中村兄弟 の脳裏 に，社長が

他界 した際に社員 の一人が語ったある

言葉が浮かんだ。「銀行 に月々振 り込 ま

れていた４万円は打ち切 らせ ていただき

ます。」中村夫妻 は会社が倒産するまで

の数か月間，この意味が理解できずにい

た。それ を確かめるべく，中村 兄弟 は苫

小牧 にある別 口座 の残 高を確 認 した。

すると，給与の一部 として盛 り込 まれて

いたはずの４万円は給与の９万２，０００円と

は別 に毎月振 り込 まれてお り，その額は

数十万円に上っていた。「神様 は確 かに

おられ，すべ てを御存 じであられる。」夫

妻が改めてそう確信 した瞬間だった。

しか し伝 道 を続 けるには，これ以上

家賃７万 円といったアパートに住 むこと

はできず，半額以下のアパートを探さなけ

ればならない。物件が なか なか思うよう

に見つからなかったとき，同じワードに集

う岩本兄弟 に助 けられた。前年 に中村

夫妻が若い宣教師と一緒 にレッスンをし

て改宗 した兄弟 である。彼はアパートの

経営者で あり，中村 夫妻の状況 を考慮

亀
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